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やさしさを大切に
釧路・髙谷日夏
私は，社会を明るくするには，相手を思いやる「やさしさ」が大切だと思います。
　みなさんは「おまえうまそうだな」という絵本を知っていますか？少しあらすじをしょうかいします。きょうぼうでいじわるなティラノサウルスが迷子の赤ちゃんきょうりゅうアンキロサウルスにひょんなことから出会います。ティラノサウルスは，アンキロサウルスを食べようとします。しかし，アンキロサウルスは，ティラノサウルスをお父さんとまちがえて，やさしい言葉をかけます。たとえば，
「おいしい草だよ！お父さんも食べなよ。」
「ありがとう。ぼく，いっぱい食べて，はやくおとうさんみたいになりたい。」
と，いうようなやさしさとそんけいにあふれた言葉をティラノサウルスにかけ続けます。すると，きょうぼうだったティラノサウルスの気持ちがどんどん変わっていきます。そして，ついに，アンキロサウルスの赤ちゃんを命がけでほかのきょうりゅうから，守ろうとするまでになります。そして，アンキロサウルスの赤ちゃんとこのまま一緒にいたい気持ちをおさえて，本当のお父さんとお母さんの所に連れて行きます。この場面でこの絵本は終わります。
　私はこの絵本を読んで，やさしい言葉をかけられて変わっていったティラノサウルスの気持ちがよく分かりました。私もやさしい言葉をかけられると，うれしい気持ちになるからです。
　前に，こんなことがありました。そうじのバケツが取れなくて，困っていた一年生がいたので，バケツを取ってあげました。そうしたら，一年生は，すごくうれしそうに
「ありがとう。」
と，言ってくれました。その言葉を聞いて，私までうれしくなりました。
　他にも，体育の授業の後にグラウンドにジャージの忘れ物があった時のことです。私が名前を見て，その子の教室にとどけてあげました。するとその子は，
「さがしてたんだ。とどけてくれてありがとう。」
と言ってくれました。こんな時，私は，とどけてあげてよかったなと，心がぽかぽかあたたかくなります。
　家族に言われてうれしかった言葉もたくさんあります。一番心に残っているのは，去年の学芸会の時におばあちゃんに言われた言葉です。私は，げきの「西遊記」で，そんごくうの役をやりました。自分でその役をやりたいと立候補したのですが，セリフが多くてなかなか覚えられないし，出番も多いし，練習は大変でした。やっとむかえた本番の日，私は練習の成果をすべて出しきろうとがんばりました。そのげきを見に来てくれていたおばあちゃんが，家に帰ってから，
「西遊記のげき，とってもおもしろかったよ。そんごくうの役，上手だったね。よくがんばったね。」
と言ってくれました。とっても大変だった練習でしたが，うれしくて今までの苦労もふきとびました。
　私は，こんなふうに家族や友達とかかわりあってくらしています。それは，私だけではなく，みんなそうだと思います。１人１人が周りにいる身近な人と，やさしさと思いやりを持って生活すれば，社会はきっと明るくなると私は思います。
　まずは，私自身が，家族や友達にやさしい言葉や態度で接することで，社会を明るくしていきたいと思います。
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